
≪公害・地球環境問題懇談会創立30周年記念行事≫

「ＣＯＰ２６」の最新情報と

気候変動問題は、いまや「気候危機」と言われ、工業

化（1850年頃）からの平均気温の上昇を1.5℃未満に

抑えなければ、人類の健全な生存が脅かされると言われ

ています。

ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）は、平均

気温の上昇を1.5℃未満に抑制するには、2050年まで

に脱炭素社会を構築することが必要だとしています。そ

して、2030年までの対策が決定的に重要だとしていま

す。日本政府は昨年10月に2050年に温室効果ガスの

排出を実質ゼロにすると宣言し、今年4月には2030年

削減目標を2013年比46％削減と、それまでの26％削

減から引き上げました。しかし、平均気温の上昇に直接

関係するとされる累積排出量（過去に遡った排出量の総

量）が世界６位の日本の責任を考えれば、温室効果ガス

の排出実質ゼロはもっと早く達成すべきであり、2030

年目標もより高い目標が必要です。

気候変動の加害国である日本の責任と、日本の市民で

ある私たちが何をすべきかを考えたいと思います。

■【日時】 2021年 １２月４日（土） 午後２時～午後４時３０分

■【会場】 ワイム貸会議室お茶の水ＲｏｏｍＢ 【参加費】 無 料

■【講師】 （弁護士） 早川 光俊 氏
■【特別報告】

① ストップ温暖化！「公害地球懇」の運動（ＣＯＰの取組み））
橋本 良仁 氏 （公害地球懇・前事務局長）

② 「ＣＯＰ２６」に参加して（世界の若者の声＝「気候正義」）
高橋 英恵 氏 （ＦoＥ Ｊａｐａｎ）

■【定員】 会場：３０名 Web：１００名

※リアル＆リモートのハイブリット開催となります。

※申込書（裏面）に必要事項を記載し申込みのうえ受講願います。定員になり次第締切りとなります。

「第３１回環境公害セミナー」のお知らせ

主 催 連絡先
〒173-0032 板橋区大谷口上町２６ー２

（電話）０３－３９５６－４１２０

一般財団法人東京保険会病体生理研究所

公害・地球環境問題懇談会

講演テーマ

公害弁護団全国連絡会
ＣＡＳＡ専務



（フリガナ） ［所属団体名］（個人の場合は記入不要です）

氏 名

■参加方法（いずれかに〇をして下さい） （メールアドレス）
・会場参加希望 ・Ｗｅｂ希望

〒 ー

住 所

電 話 携帯： （ ） 自宅： （ ）

■2021年12月4日 「第31回公害セミナー」参加申込書

１）下記の申込書の内容を明記の上、下記のＥ-mailまたはＦＡＸ宛にお送り下さい。

２）申込者へは順次、受講可否をメールまたはＦＡＸにて送付します。

※申込書の記載事項は、個人情報保護法を遵守し、本セミナーの受付・運営のみに利用させていただきます。

※申込みの照会・修正等につきましては、下記「申込先」まで連絡をお願いいたします。

「申込先」：〒173-0032 東京都板橋区大谷口上町26-2

電 話／03-3956-4120 FAX／03-3956-4102

Ｅ-mail／seminar@byotai.or.jp

申込み方法

≪早川光俊≫
・1978年4月に弁護士登録（大阪弁護士会所属）。

・弁護士登録直後から「西淀川大気汚染公害弁護団」で20年間活動。

現在は「きんき水俣病裁判弁護団」として活動している。

・COP3では、「市民フォーラム」の事務局次長として活動。

・1992年のリオ・デ・ジャネイロでの地球サミット、2002年のヨハネスブルグでの「リオ+10」 に参加。

・気候変動問題では、1996年のCOP2から2021年のCOP26まで25回のCOPに参加。

・NPO法人地球環境市民会議（CASA）専務理事、自然エネルギー市民の会（PARE）事務局長。

≪橋本良仁≫
・公害・地球懇の前事務局長。ＣＯＰ１５及びＣＯＰ２１の公害・地球懇代表団の団長を務め、いま地域・学園の

「出前講座」の講師役として大活躍しています

≪高橋英恵≫
・ＦoＥJAPANの気候変動対策担当。ＣＯＰ２５・ＣＯＰ２６に連続参加。

・F・F・F（未来のための金曜日）の仲間を支える事務局メンバーとして、石炭火発を止める現場のアクションを担っ

ています。

講師紹介

ＦＡＸ：

（ ）

ＪＲ
お茶の水駅

会場案内
■ワイム貸会議室

お茶の水／RooomＢ
（住所）千代田区神田駿河台2-1-20

お茶の水ユニオンビル

お茶の水橋口
●ＪＲ総武線・中央線
「お茶の水駅」お茶の水橋口 徒歩２分

●地下鉄東京メトロ丸の内線
「お茶の水駅」２番出口 徒歩３分

●地下鉄東京メトロ千代田線
「新お茶の水駅」Ｂ１出口 徒歩４分

＜ＣＯＰ21会場にて＞

（左）早川氏、（左から４人目）橋本氏



かつて経験したことのない新型コロナウイルス感染症

との闘いで、最前線で働いている医療従事者の皆さん、

心からの敬意を表します。

この未曽有の状況の中、市民生活へも多大な影響を及

ぼしており、経済活動の停滞から、自殺者（2020年）

の増加、とりわけ女性の自死が問題となっており、感染

症とは別の意味で「命」の問題が浮上しています。

感染症としてのコロナウイルスは、その由来から人畜

共通感染症としての側面もあり、宿主でターゲットとさ

れているのは、ほ乳類で唯一、自分の力で空を飛ぶコウ

モリです。新しい人畜共通感染症は、地球環境の奥深く

に人が立ち入ることで病が発現されることも多く、エボ

ラ出血熱や2003年流行した「SARS」などの新型感染

症の発現は、環境が破壊されたことによる「環境問題」

だと捉える見方も、少なく有りません。

今回、31回を迎える「環境公害セミナー」は、公害・

地球環境問題懇談会（以下地球懇）と共催の形で開催し

ており、過去30回のセミナーからは、酸性雨と車社会

にディーゼル問題、水俣・ダイオキシンにアスベスト、

原発問題に地球温暖化、水の汚染と食にTPP、防災・減

災と公共事業、などなど、地球懇との連携によるテーマ

が積み重なってその開催の歴史を表現

していると感じております。

（過去のセミナー年譜参照）

今後の開催では、改めて地球懇との

繋がりを強め、より進化（深化）した

テーマでの開催を追求して参りたいと

考えております。

■公害・地球懇は１９９０年１２月に結成、「なくせ公

害、守ろう地球環境」の運動目標をかかげ、「公害は終

わった」とするキャンペーンに対して「足元の公害であ

る水俣病・大気汚染の解決なくして地球環境は守れない」

ことを強調。公害被害者の救済・公害の根絶とともに地

球温暖化対策を求め、「全国公害被害者総行動」を支え

この３０年取り組んできました。

■１９９２年６月の国連主催「地球サミット」（ブラジ

ル・リオ）には１００名を超える代表団（水俣病・大気

汚染訴訟の原告・弁護団と公害・地球懇の代表）が参加。

地球サミットでは「気候変動枠組条約」が採択され、１

９９５年から毎年ＣＯＰ（国連気候変動枠組条約締約国

会議）が開かれてきました。その節目となったＣＯＰ３

（１９９７年・京都開催）で公害・地球懇は京都に現地

事務所を構え、高尾山の「天狗みこし」を担いで「市民

パレード」をおこない、「京都議定書」の採択を支えま

した。しかし直後にアメリカが「離脱」を表明、日本政

府は「石炭火発推進」をすすめ京都議定書の目標達成に

逆行しました。

■ＣＯＰ１５（２００９年・コペンハーゲン開催）には

２２名の代表団を送り、その後のＣＯＰには「私たちの

環境サミット」（大学生グループ）が参加。そしてＣＯ

Ｐ２１（２０１５年・パリ開催）には「パリ同時テロ」

という困難な条件の中を５名の代表を派遣。歴史的な

「パリ協定」の合意を確認しました。

■今回のＣＯＰ２６（２０２１年１１月、イギリス・グ

ラスゴー開催）ではIPCC（気候変動に関する政府間パネ

ル）の第６次報告書にそって、地球温暖化による気候変

動危機を止めるために、「気温上昇を１・５℃に抑える

削減目標と対策」が人類生存の未来にかかわる課題とな

ります。

ＣＯＰとは 気候変動枠組条約締約会議の略称であり、各国の政府首脳・政策立案者、気候科学者が集まり、

気候変動対策のルールを討議・決定しています。１９９５年の第１回以来ほぼ毎年開かれ、今回はＣＯＰ２６

となります。

公害・地球懇談会、病体生理研究所共催のセミナー開催に向けて
一般財団法人東京保健会 病体生理研究所

所長 藤井 浩之

「なくせ公害、守ろう地球環境」運動の３０年のあゆみ

公害・地球環境問題懇談会（JNEP／略・公害地球懇）の活動紹介

病体生理研究所

天狗マークと「地球・共生・未来」手ぬぐい

天狗マークは1992年のブラジル・リオ「地球サミット」以

来、公害・地球問題懇談会のシンボルマークとして「なくせ

公害、守ろう地球環境」の合言葉と共に使われてきました。

「地球・共生・未来」の篆刻文字は、2009年のＣＯＰ１５
て ん こ く

（デンマーク・コペンハーゲン）及び、2015年ＣＯＰ２１

（フランス・パリ）に持参し、世界のＮＧＯにアピールして

きました。そして今年のＣ０Ｐ２６（イギリス・-グラスゴー）

に向けたキャンペーンの一環として、この日本手ぬぐいを普

及いたします。


